
 

１ 概要 

 上天草市では、図書館機能の充実と大矢野森記念図書館の利便性の悪さや老朽化が著しいことから、「新大

矢野図書館等整備基本計画」を策定し、図書館を中心に歴史資料などの展示スペースや交流スペースを併せ

もつ施設の整備を進めているところです。また、建設地である天草四郎公園は、高台の崩落が発生しており、公

園としての本来の目的を果たせていない状況で、防災工事の施工が必要となっています。このことから、新施設

の建設に併せて、崖地の保護及び公園整備を同時に行い、市民等が安心して利用できる公園をより効率的に

整備するものです。 

２ 基本方針 

 

 

 

 

３ 建設場所 

 

 上記の条件と広く市民にとって利用しやすい立地であること、さらに、市外からの観光客等も呼び込み、新施

設をきっかけとして地域の魅力に触れてもらう機会の創出も期待される地区であること、また、天草四郎公園を機

能活性化し有効活用することと、隣接する天草四郎ミュージアムとの相乗効果を図るため、天草四郎公園を建設

地とします。 

≪位置図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪写真≫ 

 

 様々な利用者の様々な活動に利用ができ、その活動に対するサポートとサービス
が充実し、何度も使いたくなる施設。

 ふらりと寄って気軽に利用しやすいように、公園のような開放的で親しみのある空
間づくりと、利用者の活動について気軽に相談できる、サービスを受けられる施設。

（２）様々な活動をサポートできるサービスと施設

 地域の活動・イベントや地域の既存施設と連携し、「学びの場」、「交流の場」として
「地域拠点」となる施設。

 「地域拠点」として市民の様々な活動が活発に行われ、「元気なひとづくり」と「元
気なまちづくり」に貢献し、「観光」と「産業」に結びつく施設。

（３）地域の活力の源泉となる施設

 市内図書館等と連携し、図書館として豊かな情報量を確保し、「ためになる」、「頼
りになる」施設。

 天草四郎ミュージアムと連動して、上天草市の人物や時代背景をデジタル技術で
紹介する施設。

 天草地域玄関口として、地域の「観光、景観、成り立ち、歴史・文化・郷土・自然・
特性、イベント、アクティビティ等」が紹介できる施設。

（１）情報が集積し、発信できる施設

①利用者が気軽に立ち寄れる、わかりやすい場所であること。 

②交通アクセスが便利で安全なところ。 

③広い駐車場が確保できるところ。 

④住民の生活動線から近いところであること。（地域の人たちが集まりやすい場所） 

⑤発展が期待される将来性のあるところ。 

Ｎ 

天草四郎 

ミュージアム 

さんぱーる 

《建設地》 

天草四郎公園 

建設予定地 

新大矢野図書館及び天草四郎公園整備 

資料②



４ サービスと機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ サービス水準の数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１ 令和２２年度の推計人口（17,188 人）に交流人口を加味した数値 

 ※２ 平成２７年度国勢調査の数値 

 

図書館

 閲覧・貸出サービス

 レファレンス（調査・相談業務）サービス

 ＩＴを活用したサービス

 視聴覚資料サービス

 幼児・児童・生徒へのサービス

 若い世代へのサービス

 子育て世代へのサービス

 高齢者サービス

 障がい者サービス

 外国人に対するサービス

 移動図書館車及び配本サービス

 学校及び学校図書館司書との連携

 イベント、情報発信サービス

 ボランティア活動の推進

歴史資料室

 展示による公開機能

 教育普及活動と情報発信機能

 資料の収集、保存・管理機能

 上天草の歴史や資料の調査・研究機能

 目標 現在（H30 実績） 

サービス対象人数 20,000 人 ※1 27,006 人 ※2 

年間貸出冊数 80,000 冊 10,059 冊 

利用者登録率 40％ 34％ 

蔵書数 

開架冊数 35,000 冊 25,922 冊 

閉架冊数 25,000 冊 2,780 冊 

計 60,000 冊 28,702 冊 

分野別資料数 

 

一般図書 35,000 冊 17,365 冊 

児童書 17,400 冊 8,558 冊 

参考図書 1,200 冊 301 冊 

郷土資料 3,600 冊 1,396 冊 

視覚・聴覚障がい者用資料 1,600 冊 6 冊 

視聴覚（AV）資料 1,200 冊 73 冊 

新聞・雑誌 
新聞 5 紙 1 紙 

雑誌 20 誌 8 誌 

年間新規購入冊

数及び年間資料

購入費 

新規購入冊数 4,000 冊 473 冊 

資料購入費 
図書 8,000 千円 710 千円 

新聞・雑誌 400 千円 124 千円 



６ 建設規模 

※規模は目安であり、設計段階で変更になる可能性があります。 

 

 

 

 

 

７ 想定事業費                                         （単位：千円） 

※事業費は目安であり、設計段階で変更になる可能性があります。 

８ 整備スケジュール 

部門 用 途 概 要 

図 

書 

館 

開架スペース 一般利用図書所蔵スペース及び閲覧スペース 

子ども図書コーナー 子どもと親子の読書、読み聞かせスペース 

歴史・郷土資料コーナー 歴史資料や郷土資料閲覧に特化したスペース 

学習（多目的）コーナー 学習スペース 

ブラウジングコーナー 新聞や雑誌の閲覧スペース 

閉架書庫 
一般図書とは別に、歴史資料等の専門書等を利用者が請求して閲覧

する図書、利用頻度の低い図書、取扱いに注意を要する図書を所蔵 

作業室 
職員やボランティア等が表装作業等を行ったり、会議やおはなし会等

の事前打ち合わせを行うスペース 

事務室 図書管理事務、レファレンスサービス等のスペース 

歴 

史 

資 

料 

室 

展示スペース 天草四郎などの歴史資料等を展示するスペース 

体験スペース 
デジタルコンテンツ等を利用し、上天草の自然史や歴史を体験型で

学ぶスペース 

研修室 上天草市の歴史などを学ぶ研修スペース 

収蔵庫 常時展示しない資料や今後も増える資料等を保管するスペース 

共 

用 

エントランス 交流スペース、展示スペース等 

共用スペース トイレ、授乳室、通路、エレベーター等 

管理スペース 倉庫、設備・機械室、搬入口等 

想定の合計面積 約１,５００㎡ 

項 目 概 要 事業費 

財源 

図書館 

建設基金 
合併特例債 一般財源 

設計費 

地質調査、基本設計、実

施設計、工事監理、展示

設計 

140,000 64,000 76,000  

建設工事費 図書館等建設工事 1,000,000 296,000 668,800 35,200 

造成・外構工事費 
駐車場整備、崖保護、天

草四郎公園の整備 
360,000  342,000 18,000 

想定事業費 1,500,000 360,000 1,086,800 53,200 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

事業計画                     

基本設計                     

実施設計                     

造成・外構工事                     

建築工事            
 

        

開館準備                   開館 




